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わかるらんど: IoT時代の共有情報視覚化

山田 尚昭 ∗　　増井 俊之 †

概要. 全世界のセンサ情報やユーザの気分などを一覧表示したり投稿したりできるシステム『わかるらん
ど』を提案する．ニュースや天気予報のようなリアルタイム情報を並べて一覧表示する「情報ダッシュボー
ド」の利用が広まっているが，利用できる情報の種類は限られており，ユーザが情報を投稿して共有するこ
とはできない．『わかるらんど』は，単純で強力なWeb上の情報共有システム「WebLinda」上に構築された
汎用的な情報共有/視覚化システムであり，ユーザの気分を表明したり，チャット文字列を投稿したり，セン
サ情報やWeb上の情報を表示したり，ネット上のあらゆる情報を投稿/共有して一覧表示することできる．

1 はじめに

ワイヤレスネットワークや小型計算機の普及によ
る IoT社会が到来しつある現在，人々は大量のリア
ルタイム情報や通知メッセージなどに圧倒されてい
る．多くの情報を人間が理解しやすくするため，以
下のような視覚化手法が利用されている．

情報ダッシュボード 情報ダッシュボード [2]は，複
数のリアルタイム情報をタイル状に並べて表示する
ことによって多くの情報をわかりやすく視覚化する
システムである．たとえばWindowsのスタート画
面の情報ダッシュボードには天気予報や株価のよう
なリアルタイム情報を表示可能である．

スタンプ リアルタイムに流れていくタイムライン
表示の中で情報を目立たせたいとき，近年「スタン
プ」と呼ばれるピクトグラムが利用されることが多
くなってきた．スタンプはテキストで記述するのが
難しい表現や感情を伝えたり，テキストを考えて入
力するよりも速くて簡単であったりすることから，
近年 LINEや Facebookメッセンジャー，オンライ
ンゲームなどで広く利用されている．

スタンプ的な表現を投稿可能な情報ダッシュボー
ドを用意し，その上でネット上の情報やユーザの感
情/気分などを表示すれば，現在の世界や人々の状
況を一目了然に理解する (わかる)ことが可能にな
るであろう．実世界の状態や人間の状況を情報ダッ
シュボードにわかりやすく表示し，かつ誰もが簡単
に気分などをスタンプのように投稿して共有できる
『わかるらんど』システムを構築した．
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2 わかるらんど
『わかるらんど』のユーザインタフェースは「ダッ
シュボード」と「投稿画面」の 2つからなり，画面右
上のボタンで切り替えることができる．図 1はダッ
シュボードのスクリーンショットである．ユーザが投
稿したテキストやスタンプや，各種のセンサのデー
タなどがリアルタイムに 1つの画面に表示されてい
る．センサのデータなどは自動的に更新され，ユー
ザのリアクションは図 2の投稿画面でユーザ名を入
力し，スタンプを一覧から選んで投稿することで自
分のアイコンの上にオーバーレイ表示される．ユー
ザの投稿には表示時間が設定されており，指定時間
が経過すると自動的に投稿が取り下げられるためい
つまでも古い投稿が表示され続けてしまうというこ
とはない．

図 1. 『わかるらんど』のダッシュボード

3 実装
『わかるらんど』のクライアントは HTML/CSS/

JavaScriptで実装されており，通常のブラウザ上
のWebアプリケーションとして動作する．サーバ
は，並列計算プリミティブである Linda[1]をWeb
サーバ上に実装したWebLinda[3]1 を用いて実装し
ている．
1 https://github.com/node-linda/linda
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図 2. 『わかるらんど』の投稿画面

WebLindaは，橋本翔氏が開発したオープンソー
スソフトウェアで，Node.jsのWebSocketライブラ
リ「Socket.IO」で実装されている．WebLinda は
通常のWebサーバ上に実装されているため，HTTP
通信をサポートする様々な環境やプログラミング言
語で利用可能である．

4 議論
近年，学会などでタイムライン表示のテキストチャ

ットが利用される機会が増えている [7]が、WISS2009
の実証実験 [5]によれば，全参加者の半分弱しかログ
インして1回以上発言していなかった．またWISS2015
では，252アカウントが 1回以上発言し総発言数は
2,948回であったが，図 3のようにアカウントと発
言数は冪分布になっており，発言数上位 20%の 50
アカウントによる発言が総発言数の 78.1%にあたる
2,305回を占めていて，特定の人ばかりが発言して，
発言しない人は全く発言しない傾向が顕著に現れた．

図 3. WISS2015 のチャットのアカウントと発言数の
分布のグラフ

『わかるらんど』は長文の高度な発言は期待して
おらず，「なるほど」「わからん」「笑」などといった
相槌のようなものを視覚化してひと目で把握できる
ようになることを期待している．本当は議論に参加
したいけど声が出ない/手を上げる勇気がない人で
も「なるほど」「わかる」などを『わかるらんど』に
投稿することで「参加」することができる．

5 関連研究
会議での議論を促進するために「On Air Forum」

[5]，「Lock-on-Chat」[6] など様々なチャットシステ
ムが提案されているが，このようなチャットシステ
ムのほとんどはタイムライン型式で表示が行なわれ
るようになっており，情報ダッシュボードのような
型式で感情や意見など書き込んで一覧できるチャッ
トシステムは存在しない．
近年，消極的な人間でも会議の議論などに参加し

やすくするための研究が消極性研究会 (SIGSHY:
Special Interest Group on Shyness and Hesita-
tion around You) というグループなどを中心に盛
んになってきているが [4][5]，4章で述べたように，
『わかるらんど』もこのような方向性の支援に利用
できる．

6 今後の課題
今後は，授業やコンファレンスなどで大人数で『わ

かるらんど』を利用してもらう実証実験を行うこと
を考えている．
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